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１ 部門目標 

   

収容不能例を入院依頼の 20％以下にする。 

 

２ 業務体制・スタッフ 

 

   医師のスタッフは、岩松利至、大塚春美、今井郁子、鈴木康浩、大橋美香の 5 名です。臨床

心理士は藤嶋加奈です。後期研修医としては、東京女子医大本院より大川拓也（2019 年 1 月～

6 月）、町田修（2019 年 7 月～12 月）、橋詰拓摩（2019 年 10 月～2020 年 3 月）の 3 名、院内

小児科より近藤丈太（2019 年 3 月～8 月）、近藤優帆（2019 年 4 月～9 月）、原木悠（2019 年

9 月～2020 年 2 月）、山口亮（2019 年 10 月～2020 年 3 月）の 4 名が研修を行いました。院内

初期研修医としては、大庭千尋（2019 年 2 月～3 月）、原木晶子（2019 年 6 月）の 2 名が研修

を行いました。 

 

３ 業務実績 

 

１）持続陽圧呼吸管理例の増加 

 

2019 年 1 月～12 月の入院数は 250 名で、例年よりやや減少していました。うち院内出生は 174

名で全体のおよそ 70％であり、前年とほぼ同じでした。出生体重別では、1000g 未満が 12 名で

前年とほぼ同数、1000～1499g は 19 名で前年より 9 名減でした。死亡は、1000g 未満の 1 名と、

2500g 以上の 2 名の計 3 名であり、死亡率は 1.2％でした。 

気管内挿管での人工呼吸管理症例は 32 名でほぼ前年と同数でしたが、持続陽圧呼吸管理症例は

117 名であり前年より 21 名増加しました。これは、新生児の人工呼吸管理方針が、以前であれば

挿管管理となっていた呼吸障害症例に対して、まず持続陽圧呼吸管理で対応するように変わって

きているためであり、この傾向は今後も続くと思われます。これに伴い持続陽圧呼吸管理専用呼

吸器が不足することが多く、その都度レンタルで対応するという状況が続いております。 

また 2019 年も、東京女子医大東医療センター新生児科長谷川久弥教授の往診による気管支鏡検

査が 9 回行われました。 

 

２）入院依頼（母体搬送依頼を含む）の 83.3％に対応 

 

院外からの入院依頼（産科への母体搬送依頼を含む）は 204 件ありました。うち、新生児入院

の 76 件（直接入院 73 件、往診での新生児救急搬送入院 3 件）と、母体搬送等での対応 94 件の、

合わせて 170 件（依頼の 83.3％）に対応できました。 



 

 

 

 



 

 ４ １年間の総括 

 

➢ 2019年も春から MRSA保菌者が増加した期間が長期に渡り、結果として感染症の判断で治療

を要する症例も認められました。 

➢ 本年度も当院小児科および東京女子医科大学本院小児科から、複数名の後期研修医の安定 

した派遣を受けることができ、診療体制が充実しました。 

➢ 依頼の 83.3％に対応でき、前年よりも対応不能率は低下しました。 

➢ 本年度も廣瀬陽介先生に加えて、当科での研修を終了した当院小児科の高居宏武、近藤丈太

先生に、当科の当直業務をお手伝いいただくことができました。 

➢ 千葉県こども病院心臓血管外科からの往診（青木満先生、萩野生男先生、伊藤貴弘先生およ

び梅津健太郎先生）で、6 月と 11 月に動脈管結紮術が行われました。 

➢ 18 トリソミーの心室中隔欠損症例に対して、日本赤十字社医療センターに依頼して、肺動

脈絞扼術を施行いたしました。 

➢ 気道狭窄症３例に対して、気管切開術を行いました。 

➢ 1 年以上の長期入院者が、国立病院機構下志津病院ポスト NICU へ転院となりました。 

 

 

５ 今後の目標 

 

  今後も入院依頼の収納不能 20％以下目標が継続できるよう医師の確保・育成に力を注ぎたいと

考えています。 

 

 

 

  


